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あらまし 電子情報通信学会情報・システムソサイエティ パターン認識・メディア理解（PRMU）研究専門委員会で
は，パターン認識・メディア理解分野の若手研究者の育成および研究会活動の活性化を目的として，毎年アルゴリズ
ムコンテストを開催している．1997年に第 1回アルゴリズムコンテストが開催されて以来，今年で 16回目を迎える
PRMU研究会の一大イベントである．本報告では，これまでの PRMUアルゴリズムコンテストを振り返るとともに，
研究室や授業を通した本アルゴリズムコンテストの活用事例を紹介する．
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Abstract PRMU (Pattern Recognition and Media Understanding) technical group of IEICE-ISS holds algorithm

contests every year to promote PRMU community and to encourage young scientists. The 1st algorithm contest

was held in 1997, and it reaches sixteenth year now. This contest is becoming one of the biggest events in PRMU

community. In this paper, we will look back past PRMU algorithm contests, and introduce some useful use cases

applied in a research laboratory and a class.
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1. は じ め に

電子情報通信学会情報・システムソサイエティ パターン認
識・メディア理解（PRMU）研究会は，パターン認識・メディ
ア理解分野の若手研究者の育成および研究会活動の活性化を目
的として，毎年アルゴリズムコンテストを開催している [1]～
[13]．本アルゴリズムコンテストの主な対象は，若手研究者お
よびこれから研究者を目指す学生（高等専門学校，大学学部，

大学院の学生）であり，具体的な課題を解決することの楽しさ
を通して，パターン認識・メディア理解に関連する研究の面白
さを体験してもらうことを目指している．そのため本アルゴリ
ズムコンテストでは，パターン認識・メディア理解分野におけ
る代表的・基本的な研究課題を題材として取り上げており，研
究室に配属された学生がパターン認識・メディア理解の技術を
学ぶ教材として，また，授業における課題として利用されるこ
とを想定して実施されている．本アルゴリズムコンテストは
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1997年度以降毎年開催されている PRMU研究会の一大イベン
トでもある．本アルゴリズムコンテストには PRMU研究専門
委員会のメンバーが実行委員として多数参加し，定量的な評価
（アルゴリズムの精度や実行速度）と定性的な評価（実行委員
の主観によるアルゴリズムのおもしろさ）などを組み合わせて
厳正な審査を行なっている．結果として，例年，最優秀賞（1

件），優秀賞（2～3 件），入賞（2～3 件），審査員特別賞（1

件程度）が選ばれ，情報科学技術フォーラム（FIT）のイベン
ト企画を通して表彰式を実施している．また，受賞者には豪華
な副賞（デジカメや iPadなど）が贈呈されるのも，本アルゴ
リズムコンテストの大きな魅力の一つである．
このように，本アルゴリズムコンテストは PRMU研究会活

動における重要な役割を担っており，さまざまなテーマで継続
的に実施されてきた．そのアルゴリズムコンテストも今年で 16

回目を迎える．16年という長い歴史のあるアルゴリズムコンテ
ストではあるが，大学の研究室や授業等でどのように利用され
ているかに関する情報交換はあまりされてこなかった．そこで
本報告では，これまでの PRMUアルゴリズムコンテストを簡
単に振り返るとともに，大学の研究室および授業における利用
例を紹介する．
本稿では，2.でこれまでの PRMUアルゴリズムコンテスト

を簡単に紹介する．そして，3.でアルゴリズムコンテストの活
用事例を紹介し，4.で本稿をまとめる．

2. 過去のアルゴリズムコンテスト紹介

PRMUアルゴリズムコンテストは，若手研究者およびこれ
から研究者を目指す学生にパターン認識・メディア理解分野の
具体的な課題に挑戦してもらい，この分野の楽しさやおもしろ
さを体験してもらうことを目的としている．そのため，課題設
定は初歩的かつ汎用的なテーマを選び，また，応募時期の設定
や広報活動においても若手研究者が応募しやすいようにしてい
る．これまでに開催された，もしくは開催中のアルゴリズムコ
ンテストのテーマは下記の通りである．

第 1 回：ステレオグラムが見えるコンピュータアルゴリズム
を作ってみませんか？（1997年度）

第 2 回：ウサギをさがせ！ ～パターン認識の基本問題にトラ
イしませんか～（1998年度）

第 3 回：カメレオンはどこだ！ ～テクスチャ画像の領域分
割～（1999年度）[1]

第 4 回：わたしは誰？～顔画像からの個人識別～（2000年度）
第 5 回：交通標識の認識（2001年度）[2]
第 6 回：砂嵐から立体を見つけ出そう ～多眼ランダムドット

ステレオ～（2002年度）[3]
第 7 回：そこにいるのは何人？～画像からの人物係数～（2003

年度）[4]
第 8 回：複数の写真からパノラマ写真を作ろう ～画像のモザ

イキング～（2004年度）[5]
第 9 回：侵入物を探せ ～物体領域抽出～（2005年度）[6]
第 10回：編集を賢くお手伝い！～映像のショット分割～（2006

年度）[7]
第 11回：ジグソーパズルを完成させよう！ ～マッチングによ

る画像復元～（2007年度）[8]
第 12回：騎士（ナイト）を数えナイト ～画像に含まれる特定

物体の計数～（2008年度）[9]
第 13回：クローンを探せ！（2009年度）[10]
第 14回：ターゲットをロックオンせよ！ ～移動物体の追跡～

（2010年度）[11]
第 15回：勝ったのは誰だッ！～じゃんけんの勝敗判定～（2011

年度）[12]
第 16回：これは誰の字？ ～筆跡鑑定にチャレンジ！～（2012

年度）[13]

各コンテストのテーマを見ると，パターン認識・メディア理
解の主要な研究テーマもしくは基礎技術が取り入れられており，
時代とともにテーマが移り変わっていく様子が分かる．また過
去のテーマの一部は，すでに実用化されて我々の身近なところ
で利用されているものもある．
一方，テーマの変遷に伴い，各コンテストのポスターも少し

ずつ趣が変わってきている．図 2は，実際に各コンテストで使
用されたポスターの一例である．どのコンテストも多くの応募
を集めようと努力しており，アルゴリズムコンテストへの応募
者数は年々増加している（図 1）．
次節では，このような PRMUアルゴリズムコンテストを研

究室および授業で積極的に活用されている事例を紹介する．

3. アルゴリズムコンテストの活用事例

3. 1 研究室での利用例（筑波大学）
筑波大学 画像情報研究室では，大田友一教授，北原格准教授

と筆者（亀田）とで学生の研究教育指導に当たっている．新４
年生の配属が 4月からということと，外部入学の修士課程学生
が毎年数名いることから，プログラミング技術向上と研究室内
の融和促進を兼ねて，研究室メンバ全員参加で，7月上旬に 3

泊 4日のプログラミング合宿を行ってきていた．そのテーマと
して，2006 年度以前は独自に目標設定を立てていたが，2007

年度以降は PRMUアルゴリズムコンテストをそのまま用いる
ようにし，現在に至っている．2007年度～2011年度の間に，優
秀賞 2件，入賞 6件を頂いている．
画像情報研究室での取り組みの特徴として，プログラミング

技術向上と研究室内の融和促進が目的であってコンテスト応募
が主眼ではないことが挙げられる．このため，研究室内の学生
を 1チーム 4～5人程度の 6チームに分け，各チームには博士課
程学生，修士 (M1，M2)，学類生 (B4)が 1名ずつ以上バラン
スよく配属されるようにし，かつそのメンバ構成は普段の研究
グループと重ならないようにしている．アルゴリズムの考案は
チーム内メンバの意見交換によって行い，プログラミングにお
いても意図的に作業分担を促している．プログラミング作業は
合宿前から予備検討等を各チームで行うものの，基本的には合
宿期間中に開発開始からプログラミングの完成・実行まで遂行
させるという強行軍である．このため，アルゴリズムに関して
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は十分に見直す時間がとれない，プログラミングに関しては各
サブプログラムのリンクだけでもエラーが取れるまで時間がか
かる，実行プログラムが出来てもチューニングする時間が十分
にとれない，等の副作用があり，コンテスト応募の観点から言
えば効率的ではないが，この期間の学生間のコミュニケーショ
ン密度の上昇とプログラミング技術の向上には大いに役立って
いる．また，2007 年度以降のコンテスト応募によって，先輩
たちが受賞等をしているのを見ることで，学生たちのモチベー
ション向上に寄与しているようである．
筆者の観点からは，アルゴリズムコンテストは上記のように

ありがたい存在である．敢えて改善点を挙げるとするならば，
個人的な意見であるが，OpenCVライブラリの利用が一般化し
ている状況なので，その備え付け関数の利用を解禁した応募形
態を認めてもよいのではなかろうか．
3. 2 講義での利用例（広島市立大学）
広島市立大学大学院 情報科学研究科 知能工学専攻では，大学

院の授業「画象メディア工学特論」の実習課題に PRMUアル
ゴリズムコンテンストを取り入れている．本学に大学院が設置
された 1998年からほぼ毎年本アルゴリズムコンテストへの応
募があり，これまでに最優秀賞 3件，優秀賞 8件，入賞 7件の
成績を収めている．知能工学専攻には画象メディア工学，コン
ピュータグラフィックスの 2つの画像関連の研究室の他に，機
械学習，パターン認識，データ工学，言語音声メディア工学な
ど PRMU研究会に関連，または隣接する研究分野をターゲッ
トにしている研究室が多く，また学部教育においても人工知能，
パターン認識，データマイニング，機械学習，最適化理論，自
然言語処理などの講義により関連領域がカバーされているため
に取り組みしやすい環境にあると感じている．
一方で，パターン認識に関する大学院講義は「画象メディア

工学特論」とは別に開講されているため，当該講義における講
義内容を他の講義と差別化することが１つの課題となっている．
従来はアルゴリズムコンテストの課題を中心に据え，そのアイ
ディアや実装状況を個々の学生に発表させる演習形式の講義と
されていた．しかしアルコンの課題の発表時期が一定しないこ
とや，他の講義でカメラモデルや 3次元計測などコンピュータ
ビジョン分野がカバーされていないこともあり，近年は座学の
比重を増やし,アルコンは授業後半に　集中して取り組ませる
ようになってきた. しかし反対に，アルコンの課題は比較的単
純な画像処理をテーマとしたものからパターン認識に比重を
置いたテーマへと移行してきており，講義内容との乖離が大き
くなるとともに，アルコンに取り組ませる時間の不足を感じて
いる（それに伴い近年は入賞件数が減少しているという現実が
ある）．
アルコンの課題を講義の中で大きく取り扱う上で最近気に

なっていることとして，課題そのものの社会的意義の問題があ
る．学生が自らモチベーションを高く持ち，楽しんでアルコン
に取り組むためには，講義の単位になるとか，先生がやれと
いったから，ということが原動力であってはならない．その点
で，与えられたタスクは何らかの形で世の中で必要とされてい
るものである，という実感があってほしい．初学者が取り組み
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図 1 PRMU アルゴリズムコンテストへの応募者数の推移

やすい課題であるということとの間のバランスを取ることは容
易ではないと思われるが，例えば医用画像，ITS，画像・映像
検索などの分野におけるリアルデータを入手・提供し，課題に
設定するような努力があっても良いのではないかと思う．そう
なると，アルコンの成果がその後，PRMU研究会における発
表につながるような機会も増えるであろう．

4. む す び

1997 年に第 1 回を開催した PRMU アルゴリズムコンテス
トも今年で 16回目を迎えた．年々アルゴリズムコンテストへ
の応募者数も増加してきており，本アルゴリズムコンテストの
存在が広く認知されるようになったと思われる．しかしながら，
PRMU研究分野で扱うテーマの変遷とともに，アルゴリズム
コンテストで扱うテーマも少しずつ変化してきたようである．
特に最近は，パターン認識よりのテーマが多く，基礎的なテー
マから離れているようにも思われ，授業等への利用が難しい場
合もある．今回の報告をきっかけとして，今後の PRMUアル
ゴリズムコンテストの意義や扱うテーマなどの議論が活発化す
れば幸いである．
謝辞 電子情報通信学会情報・システムソサイエティ パター

ン認識・メディア理解（PRMU）研究専門委員会の皆様には，
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